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1.研究概要  
我々は自分たちの部屋で普通に使えるよ

うな電気スタンドを作成した。コンセント

にプラグを抜き差して電源を ON-OFF す

るのではなくタッチするだけで電源を

ON-OFF できるタッチライトが便利だと

思い製作した。 
2.研究の具体的内容 
（１）まず 初に,使用する IC を決めた。 

今回は ,４０２７B という微弱な電流にも

反応する IC に決めた。 
（２）次に,「身近な電子工作ガイド」という

文献を参考に回路を考えた。回路図の設計

は参考にできる文献があったので簡単に

できたが ,値の大きい抵抗など校内にはな

い部品が数点あり ,放課後に松本無線で購

入して回路を完成させた。 
（３）回路の製作自体は簡単な作業だったが,

正しく動作しなかったので何度も修正を

重ねなくてはいけなかった。失敗の原因は

具体的には解からなかったが ,基盤への半

田付けが不良であったことが原因だと思

う。 
3.作成した回路の構成,機能,動作などの説明 
図１ 完成した回路の写真 

 
今回作成した回路は,大きな電流を流さな

くてはならないジャンパー線や熱が発生す

る部品などがあった。また,設置するスペー

スもあまりなかったので基盤を３つに分け,
２段重ねにして省スペースで設置すること

にした。 
図２ 回路の概要図 

 
（１）この回路の動作説明。 

・コンセントから入力された１００V をト

ランスによって直流電流に変換し,リレ 

ーが動作する１２V まで落とす。 
・１２V とは別に IC を動作させるために

整流回路で５V の電圧を作る。 
・銅版へのタッチによって IC に信号が入

力されると IC の性質により,リレーが作

動する。 
・リレーが動作し電球に１００V の電圧が

送られる。 
・ライト点灯 

（２）3 つの回路の動作説明。 
次に,3 つの回路を各々説明していく。 
・入力回路 

図３ 入力回路の写真 

 
 



この回路は,入力された電圧（AC100V）を

回路で使用する電圧（DC12V と DC5V）ま

で下げ、安定させることが目的である。 
まず,入力された電圧は「ダイオードブリッ

ジ」に入り直流に変換される。 
次に,「三端子レギュレータ」を通り IC が

動作する５V まで落とされる。 
「発光ダイオード」はこの回路の動作を確認

するためのものである。 
・IC 回路 

図４ IC 回路の写真 

 

人間の体は、１００V からの誘導電圧があ

り、この電圧を IC に入力すると入力抵抗

が非常に大きいので IC を動作させること

ができる。この IC は R-S-フリップフロッ

プになっており、IC が動作することによっ

てリレーへと信号が送られる。リレーが動

作すると出力回路へ１００V が送られる。 
・出力回路 

図５出力回路の写真 

 
この回路の目的は ,電流の逆流を防ぐこと

である。「抵抗」は大変熱を帯びるのでほか

の基盤とは分けて製作した。「発光ダイオー

ド」は動作の確認をするためのものである。 
4.研究のまとめ 
（１）内容のまとめ 

回路の完成までは早かったが ,動作テスト

してみると全く動かなかったので大幅な

修正を重ねていかなくてはならなかった。

IC の性質や,タッチ部分の不具合など問題

が山積みですべて解決するにはかなりの

時間がかかってしまった。しかし, 終的に

は当初予定していたような簡単にスイッ

チの ON,OFF を切り替えることのできる

ライトを作ることができた。 
（２）自分の評価、感想 

この製作を開始した当初は ,回路について

の知識があまりなく GND への落とし方な

ど基本的なことも間違えてしまっていた。

しかし ,文献を読んだり ,間違いを重ねてい

くうちにだんだんと成功に近づいていけ

たと思う。 
この頃には ,回路についての知識も増えて

きて ,ある程度の問題なら自分達で解決で

きるようになった。 
この製作を通じて回路そのものや部品の

特性、様々な機具や施設の使い方もわかり,
とても充実した課題研究になったと思う。 
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